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１．はじめに

私たちの人生において、豊かに生きるという点は、重要なことです。その「豊かさ」は、時
代においても、また個人においてもそれぞれであり、何が正しいというものでもありません。
ましてやランキング比較で一喜一憂するものでもありません。

豊かさ、これが崩れた際に、私たち大
学などの教育研究機関、研究大学が
何ができるのかが問われています。さ
らに崩れる前に手を施す行動を起こす
ことも求められています。これらは地道
で、失敗を繰り返す日々の教育研究活
動の蓄積によって成すものです。

岡山大学は、岡山大学長期ビジョン
2050の実現に向けて、日々さまざまな
活動を地域・社会とともに行っています。
今回は、そのひとつとして「ヒアリング
ヘルス」という側面での活動と、実現し
たい未来像などを紹介します。 岡山大学ビジョン3.0・岡山大学長期ビジョン2050

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/profile/ou-vision.html
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１．はじめに

今回のヒアリングヘルスの取組は、「岡山大学長期ビジョン2050」の実現に根ざしたもの
ですが、同時に本学が昨年度に採択を受けている文部科学省・日本学術振興会（JSPS）の
「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」とも深く関係しています。これは、
本学はJ-PEAKSを岡山大学長期ビジョン2050の実現のためのひとつの「手段」として活用し
ているからです。

本学のJ-PEAKSの取組のひとつ（取組２）では、「イノベーション創出によるWell-being社会
の実現」を掲げています。デジタル田園健康特区に指定されている岡山県吉備中央町で
の実践。さらには、そこで得られたノウハウを全国に横展開していく取り組みを全学を挙
げて、戦略的に実施しています。

今回のヒアリングヘルスの取組も、デジタル田園健康特区でも活動しています。さらには
岡山県全域、そして全国、世界へと広がるものです。岡山大学が取り組む「産官学多職種
連携で挑む高齢者ヒアリングヘルスの向上方略」が、社会変革の種となり、地域とともに
育み、そして社会を変えるものになると私たちは信じて行動しています。ぜひ、より多くの
みなさんとともに協働し、社会を変えていければと思います。

文部科学省「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」に採択～地域と地球の未来を共創し、世界の革新の中核となる研究大学：岡山大学の
実現を加速とともに世界に誇れる我が国の研究大学の山脈を築く～
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id12723.html
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地域中核・特色ある研究大
学強化促進事業（J-PEAKS）

岡山大学の取り組み図
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背 景 ： 加齢性難聴の4つのFact
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① 年齢とともに聴力は低下する ② 難聴は認知症の最大のリスク因子

③ 日本の補聴器装用率は先進国中最低レベル ④ 補聴器の満足度も最低
難聴自覚者中の補聴器装用率

Lancet, 2020

Japan Trak 2022

Goman, 2016

早期補聴器装用で
予防効果有

補聴器の満足度

医療機関
受診率も最低

非認定店・通販
での購入者多い
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補聴導入のボトルネック

耳鼻咽喉科医の知識不足

補聴器技能者の技量の個人差

医療機関の偏在

認定補聴器販売店の偏在

眼鏡店、農協、通信販売の横行

② 適所へのアプローチ

適正な補聴器は高価格

軽度・中等度難聴は福祉適応外

通販補聴器や集音器は安価

④ 価格

難聴の自覚不良

補聴の意識の欠如

聴力測定の機会の欠如

助成制度

① 聞こえへの意識

③ 専門家の技量

啓発・検診 ルート作成

専門家教育

低い補聴器装用率
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自動聴覚検診・遠隔判定

1. 自動聴覚検診による難聴の早期発見

2. 遠隔DXで受診や補聴の必要性を判定

3. 希望者へ受診・補聴の導入

高齢者自動聴覚検診・遠隔判定導入による補聴器必要者の早期発見・啓発事業

自動検査で人手削減

遠隔判定で地域限定なし

ルート作成で円滑な運用

 難聴に気付いていない
 どこへ受診、どこで補聴導入すればいいか分からない

課題

対策

耳鼻咽喉科医療機関なし

DXを用いた地域医療への取り組み
ヒアリングヘルス向上方略 in 岡山 ： ①自動聴覚検診・遠隔判定 2023～

吉備中央町
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自動聴覚検診・遠隔データ解析

①マイナンバー
の読み込み

③本人への結果提示

②自動聴力検査

④データログ
⑤遠隔データ
解析・判定

プリントアウト

⑥通知システム

2023年8月 内閣府地方創生推進事務局視察で発表

OtoKiosk

利用者

きびアプリ
Hearing BI

データ連携基盤（FJJ）

⑦医療機関・
補聴器販売店

自治体での導入は
日本初

！

ヒアリングヘルス向上方略 in 岡山 ： ①自動聴覚検診・遠隔判定 2023～

吉備中央町に導入
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補聴器販売者講座

2023年9月10日

第1回ヒアリングヘルスコンソーシアム講習会

1. 補聴器販売者の技能向上

2. 方向性の共有

難聴者の聞こえとQoLの向上

ヒアリングヘルス向上方略 in 岡山 ： ②ヒアリングヘルス コンソーシアム 2022～

目的

中国・四国・九州・関西地方より90名以上が参加

協働
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補聴機器メーカー・学会・海外との連携から拡大へ

月刊誌 FITTING

2024年9月 第2回ヒアリングヘルスコンソーシアム開催

11月 九州ブロック開催

ヒアリングヘルス向上方略 in 岡山 ： ②ヒアリングヘルス コンソーシアム 2023～

月刊誌 THE EYES

報道

展開 4都府県視察

協働
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開始後2週間で50件受付（2024年度対象者160件想定）

ヒアリングヘルス向上方略 in 岡山 ： ③難聴高齢者補聴器購入費助成事業 2024～

聞こえづらさから、日常生活に不安を感じている高齢者の適切な補聴器装用につなげ、

コミュニケーション能力の維持・向上を図ることで、フレイル予防や社会参加を促進する。
目的

岡山市に住民登録がある65歳以上
市民税非課税世帯
身体障害者手帳（聴覚障害）対象外

上限25,000円（補聴器購入費の2分の1以内）
※対象機種：原則耳かけ型またはポケット型

助成事業

1. 聞こえ啓発講演会開催
2. 介護予防事業等を通じた啓発

頻度 前回助成交付より5年以上経過

要件 1．耳鼻咽喉科医（身体障害者福祉法第15条
指定医または補聴器相談医）による意見書

2．認定補聴器専門店で購入

啓発

対象

助成額

装用前後アンケート調査

デジタルデータ入力・管理も導入
2024年度末評価予定

1. 補聴器装用前・6ヶ月後の生活状況
の変化を調査

2. 効果を分析

3. 補聴器の安全で効果的な使用に資
する普及啓発活動の実施に活用
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自動聴力検査搭載 聴覚検診車

岡山市 玉野市 瀬戸内市 笠岡市 新見市 吉備中央町 矢掛町 勝央町

県から27市町村に募集 → 2024年 8市町でトライアル・セミナー予定

ヒアリングヘルス向上方略 in 岡山 ： ④高齢者自動聴覚検診 2024～

Audika Go

特に耳鼻咽喉科医療機関や認定補聴器専門店の少ない地域で、

1．啓発：聴こえに対する関心を喚起

2．簡易聴覚検診：聴こえの状態を認識する機会を確保

3．医療機関受診の支援：正しいルートでの補聴導入

目的

自治体での導入は
国内初

運営
日本臨床耳鼻咽喉科医会 岡山県地方部会 主催
岡山大学病院聴覚支援センター 運営主管
Audika＆デマント・ジャパン 協賛＋後援
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将来的な聴覚検診の展望

ヒアリングヘルス向上方略 in 岡山 ： ④高齢者自動聴覚検診 2025～

Inbound
地域の保健センター等への設置型

Outbound

• アクセシビリティ
• 実施人数 ↑↑

検診車両での巡回型

2 types of paths
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VISION
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https://www.oticon.co.jp/event/kikoenomirai



【地域中核・特色ある研究大学強化促進事業に関する件】
岡山大学研究・イノベーション共創機構
研究・イノベーション共創管理統括部
TEL：086-251-7115
E-mail：innovation◎adm.okayama-u.ac.jp

１６（終）

【岡山大学病院聴覚支援センターに関する件】
岡山大学病院聴覚支援センター
センター長補佐・准教授 片岡祐子
TEL: 086-223-7151（代表）
E-mail：yu-kat◎cc.okayama-u.ac.jp


